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意 に多い ．各種肝機能檢査では グ ロ ス 値高田反應馬尿酸

合成試驗が高率 に 陽性 で あ り尿 血 清中ウ ロ ビ リン 体増加

と 関連 す る．叉 自律 瀞 経機能 試驗，2 ， 3 ア レ ル ギー
現

象 に 関す る試融 は 共 に右意に陽性であ る．以 上 簡單に

「冷 え症 」 の ア ウ トラ イン を 報告 した ．

　　　　　　　　　 誌 上 発表

　 （1） 哺乳動物の 周期的性器出血と排卵

　　　　　　　　　　　　（東大分院） 加藤　一男

　哺乳類で周期的性器出血 ， 即 ち 月経 ， 季節経 ， 3ζは 年

経の あ る動物に は ，ひ と，猿の み な らず 犬，羊，山羊，

そ の 他種 k あ る が ，

一
般 に 季節経 ， 年経等の 周期的性器

出血終了後に排卵が 行わ れ る．即 ち出血 の 第 1 日 よ り算

え て 10〜工4 日 目でそ の 時期が交配の 時期で あ り， 此 の 時

期 以 外では 生殖は 行 わ れ な い ．

　ひ との 場含に は周期的性器出血 と排卵 が 2週聞毎に交

互 に繰返さ れ るの で ， 統計的観察は 困難であ るが ， 人で

も犬で も ， 卵胞ホ ル モ ン に よ り出血 を起し得 る事 ， 即 ち

卵胞ホ ル モ ン は ホ ル モ ン 性子宮出血剤であ り ， 叉初潮が

無排卵性月経と云われ る事や ，胎兒 の 在胎 口数が 性器出

．血の 周期 に か N わらず 2SO 口前後であ る事 か ら ， 哺乳類

全般を通じて，周期的性器EUJru．は．交接，受胎，妊娠等

の 生 殖諸現象の 前準備であ り， 性器出血は排卵 に 先行す

る との 生物学的法則 を 樹 て る に 至 っ た ．

　（2）　月経症に 与えたグル ク闘 ン酸 の 効果 と其

の 曜示 （第 1報）

　　　　 （東京 ・馴石病院）　街風喜雄，高橋　望

　ス テ ロ イ ドホ ル モ ン の 代謝 とグ ル ク ロ ン 酸抱合の 問題

は 未だ
．
卜分 明 ら か で な い ．我 ・効 よ所謂 月 経因難症 乃 至 緊

張症 に 対し，從来の 性ホ ル モ ン 投與 を行 わ ず に ， グ ル ク

ロ ン 酸投與 の みで ， 其の 推移を観察 し，26例の 好結果を

見 た．グ ル ク ロ ン 酸の 月経症 に示 した 好成績例の 報告ぽ

之 ま で 餘 り聞 か な い ．対象 と して は ， 月経時 の 下腹痛 ，

頭痛 ， 嘔吐 等の 苦痛に よ り臥床夊は欠勤する者 ， 蓉痛時

に鎮痛剤を要 した 者，之 ま で ホ ル モ ン 治療 に よつ て 軽快

しな か つ た者 を 撰ん だ．投與 は，市販 の グ ロ ン サ ン を 1
口 300皿g乃至 600皿g経口 的に與えた ．此 の結果 ， 月経時

に 臥床 ， 欠勤 を せ ず に 濟み ， 苦痛の 消失軽減 して正 常の

如 く鋤けた 者 は，内服を月経後早 くか ら始 め て 続 け た 者

叉は 月経前 10日以上 か ら服用 した者に多 く，月経前 5 日

か らで は効果 が 少い か ， 無 か つ た・以上の 好結果に対す

る解釋は 俄 か に 與 え ら れ な い が ， グ ル ク ロ ン 酸 の ス テ P

イ ドホ ル モ ン 代謝 に及ぼす役割は こ れ ま で考 え られ た 以

上 の もの があるこ とを暗示 し真 に興味深い ．そ の 本態を

探 る と共 に，職場 ・学校等に於け る 本症例 につ き更 に 観

察を擴 げ て い る．

第 3 群 　ホ ノン モ ン に 関 す る問 題 （1）

　 1．　 尿中ブ レ グナ ン ジオ
ール の 定量法に就い て

（第 2 報）

　　　 （大阪府 ・市立豊中） 井上
一

正 ， 鈴木俊作

　妊娠並びに 非妊時の 黄体機能を知る 爲 に ， 尿中に 排泄

され た プ レ グ ナ ン ジ オ
ール （以下 PG と記す ） を 定量す

る こ とは ， 臨床的 な プ ロ ゲ ス テ ロ ン 定量法 の確 立 され て

い ない 現在極 め て 重要な こ とで あ る．1986年，Venning

等 が 始 め て PG グ ル ク ロ ニ デ ートの 定 量 法 を 発 表 して

か ら，Astwood ，　 Talbot ，　 A 工len，　 Mack そ の 他 の 人 rk

に よ つ て PG 定 量 法は種 女 改良 さ れ簡易化 さ れ て 来た が

現 在 も，よ り正 窿 な 叉 よ り簡單な 定 量 法 とす る べ く多 く

の 人 k に よつ て 研究 され て い る．私共 屯簡易化の 方向 に

重点 を 麗い て 突驗 を行 い ， 若干 の 興味あ る 成績を得た の

で先 の 第 9 囘総会に 引 続 き 報告す る．

　定量 法は尿 を加水分解 した 緩 ク ロ ロ ホ ル ム で PG を抽

出 し ， ク ロ ロ ホ ル ム 層を ア ル カ リ浅滌 して エ ス トロ ゲ ン

を除き，次 い で稀釋 した 硫酸 と振盪 して PG を硫酸層 に

移 し，こ の 硫 酸層 を加温 して PG 発色 を比色 す る 方法

で ，全定量操 作を 略 it　1 時間で終了 し得 る．

　ア ル カ リ処理 に よつ て 比色定 量 法 の 最 も難点と され る

尿色素が 殆ん ど溶媒に移行 しな い 事 ， 叉 ク ロ ロ ホ ル ム で

酸性 ， 中性 及び ア ル カ リ性溶解 の 何れか ら も容 易に 且っ

定量的 に PG を抽出出来 る こ とは 先 に 報告 した が ， ク ロ

ロ ホ ル ム 中 の PG は ア ル カ リ洗滌に よ つ て 殆 ん ど影響 を

受けな い が ，エ ス ト リオ
ール も 叉 ア ル カ リ洗滌 では完全

に除き に くい よ うであ る・凵た だ ク ロ ロ ホ ル ム 層を80％硫

酸 と鱸 し ， 夘 ・ ホ ル ム 中の ス テ 両 ドを硫 酸層 に移
して 5G〜70℃ で 5 分間加温 した 場 合，エ ス ト リオール

，

ロ レ ス テ ロ
ー

ル は 殆ん ど 現色な く ， 夊 ユT−KS （D 工A
S ）は対照 の 発色と変化 しな い か ら，私共 の 機討 した 範

囲 で は PG ，
エ ス ト ヲ ジ オール ， 17−OH ゴ ーチ ゾ ン が

吸光度 を増加す る だけ で あ っ た ．

　ク ロ ロ ホ ル ム 中の PG は80％ 硫 酸 に よつ て も略 ぐ 定量

的 に 硫酸層に移行す る が PG 濃度が 大 とな る 程 移行度 が
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